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藤
村
忌

〜
花
と
歌
を
捧
げ
る
集
い
〜

　

小
諸
は
文
豪
島
崎
藤
村
が
詩
か

ら
小
説
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
町

で
す
。
毎
年
、
命
日
に
あ
た
る
8

月
22
日
に
、
花
や
歌
を
捧
げ
て
そ

の
遺
徳
を
偲
び
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
参
列

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時 　

8
月
22
日
㈪

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜

◆
場
所

　

藤
村
記
念
館　

前
庭

　
（
雨
天
の
場
合
は
、さ
わ
や
か
ふ

れ
あ
い
館
）

◆
内
容

・
講
話　
「
藤
村
の
労
働
観
・
農

民
観
と
文
学
〜
小
諸
時
代
」

　

講
師　

神
田　

重
幸　

氏

　
（
島
崎
藤
村
学
会
会
長
）

・
俳
句
、
短
歌
（
有
志
）

・
コ
カ
リ
ナ
演
奏
（
り
ん
ど
う
会

と
そ
の
仲
間
た
ち
）

・
合
唱（
小
諸
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
）

・
草
笛
（
小
諸
草
笛
会
）

・
独
唱
（
き
ら
ら
会
）

・
献
花
（
参
列
者
全
員
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

藤
村
記
念
館

　

☎
22
‐
1 

1 

3 

0

小
山
敬
三
美
術
館

　
「
企
画
展
2 

0 

1 

6
」

　

小
山
敬
三
の
知
ら
れ
ざ
る
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
小
諸
や
佐
久

周
辺
を
描
い
た
作
品
、
画
伯
が
中

学
時
代
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
作

品
、
今
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
「
布

引
」
な
ど
の
写
真
資
料
な
ど
普
段

公
開
さ
れ
て
い
な
い
作
品
の
数
々

を
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期
間

　

7
月
17
日
㈰
〜
9
月
22
日
㈭

◆
開
館
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

◆
場
所 　

小
山
敬
三
美
術
館

　
　
　
　
（
懐
古
園
内
）

◆
観
覧
料

・
一
般　

2 

0 

0
円

・
小
、
中
学
生　

1 

0 

0
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
敬
三
美
術
館

　

☎
22
‐
3 

4 

2 

8

「
あ
な
た
が
創
る
成
人
式
」

成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29

年
1
月
3
日
に
開
催
す
る
成
人
式

の
企
画
・
運
営
を
す
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
ご
友
人
も
誘
い

な
が
ら
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
一
緒
に
創
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
対
象

　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

◆
期
間

　

平
成
28
年
9
月
か
ら
平
成
29
年

3
月
ま
で

◆
実
施
内
容

・
テ
ー
マ
の
決
定

・
式
典
の
企
画
、
運
営

・
記
念
品
の
選
定　
　
　

ほ
か

◆
申
込
方
法

　

生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
成
人
式
の
案
内
状
の
送
付

　

平
成
28
年
11
月
1
日
に
市
内
に

住
民
票
が
あ
る
新
成
人
に
は
成

人
式
の
案
内
状
を
11
月
10
日
前

後
に
送
付
し
ま
す
。

　
　

市
外
在
住
者
で
成
人
式
出
席

希
望
者
は
生
涯
学
習
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

▼申し込み・問い合わせ先 　安藤百福センター事務局　☎24－0825　メール：info＠momofukucenter.jp
　※氏名、年齢、電話番号、メールアドレスをお知らせください。

『山の日』制定記念イベント

みんなで 『ダイヤモンド浅間』 を見に行こう！
　浅間山の山頂と朝日が重なり、ダイヤモンドのように輝く神秘的 な現象「ダイヤモンド浅間」。浅間
山の背後から顔を出す太陽は、きっと皆さんの心に残る景色となるでしょう。天候に恵まれれば見られ
る日の出ツアー。「山の日」の記念に皆で一緒に登りましょう！

8 月11日（木・祝）
 午前 3 時～ 8 時30分

◆対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
◆定　員　30名（最少催行10名）※定員に達し次第締切
◆参加費　500円（保険代込み）
◆行　程　高峰高原ビジターセンター駐車場→黒斑山・中コース→トーミ

の頭（ 5：26日の出）→表コース→高峰高原ビジターセンター
◆持ち物　ヘッドランプ又は懐中電灯（必須）、登山する服装、靴（軽

登山やトレッキング用）、防寒着、帽子、手袋、ザック、レ
インウェア、飲み物、タオル

展示予定品
　　 「山間秋色」


